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抗プラスミン剤の結核症及び結核アレル

ギー反癒に及ぼす影響について*

1.家兎の結核症について

橋本徹

伊藤幹夫

佐々木卓

時田 虞

(北海道大学結核研究所病理部 森川和維)

(昭和 31年8月31日交付)
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近年アレノレギ一反応，乃至アナブィラキジーの発米機 一製薬)を3cc宛，連日腰部皮下に注射し続けた。これに

Jj;:を生体内におけるプラスミンの活性化によるとする学説 より1， II 1I'f.は非免疫群である m，IV群と比較対!!なし，
が一部の学者によって唱えられている 1)‘7)。また史にこの また1， m 1:'fはイプνロン使用群として， II，IVtfと比

考えを発展させて，抗プラスミン剤によって抗アレノレギー 較対照した。

作用そ求めんとする意向が行なわれ，二二三の抗プラスミン 毒)J菌感染後 10日 20日 40自に各群2羽宛を殺

剤も作られるに至った。 して剖見し，肺および牌については型の如き結核菌定量培

併し一方このような考え方に長向から反対し，プラス 養を行った O また肺，牌，肝，心，腎，副腎についてはそ

ミンの活性化はアレノレギ一反応，アアフィラキνーの随伴 の病変を組織学的に観察した。染色法としては hematox-

現象l乙過き、ぬことを明らかにし，抗プラスミン剤に全く抗 ylin-eosin染色， elastika-van Gieson染色， Weigertお

アレノレギ一作用を認め得ないという報告も認められる刷、 よび phosphotangsticacid hematoxylin による線維素

われわれはこれまでツベノレク Yン型アレルギ一反応の 染色などを行った。なおその問 10日毎に体重測定および

研究を行っているが，抗プラスミン剤が結核アレルギーに 40倍旧ツベノレクYン液 0.1ccを背部皮内に注射し， 24時

対してどのような作用をおよiますか，殊に結核菌再感染の 間後にツ反応の有無，程度を検した。

際に発生する激烈なアレノレギー性炎に対してどのような作

用をおよiますかを調べんとして，次のような動物実験を行

った。

実験方法

実験動物としては家兎を用い，これを l群6;]ょ尻の4

群としそれぞれI，II，m，IVl詳と名付け 1，II鮮は

免疫群として BCG 10 mgを生理的食塩水 0.5cc にが遊

したものを右大腿部皮内5カ所に 0.1cc宛注射して免疫

し， 30日後に健[.)，[な m，IV群と一絡に生理的食品J7.k1 cc 

lこJ手遊させた人型結絞虚j{1中野抹を 1mg宛耳IjJ'脈lこ接種し

た。この内， 1， mJllは抗プラスミン群として，語力的接

種 3日前より 5%イプνロン (e.aminocapronicacid) (第

長本論文要旨は第5回日本ア νノレギー学会において発表した。
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これは第2凶に示すような経過をとった。免疫J洋は 10

日lIiこ，非~~)支l作では 20 IJ ri iこ，それぞれピークを有ナ
るO またイプνロンj洋のj仰重量は一般にf引〉ょうである。
これは音iJ検11!jの別Jにおける病変強度が免疫Jげでは 10日目

lこ，非免疫Hf.では 20日目に，それぞれピークを有するの

と大体合致する。

b. fl専

牌においても肺と ffîj伎に免授Hrは r~:uく，かつイプν ロ

ン群は低い傾向が見られるが，ただ， I1If.を除いて大体感

染後20日目l乙ピークを有している o (第3悶)

1)体重

体重について各鮮の刊~Jは第l/'~のような経過をとっ

たが，大体において実験の進行と共lこmi次減少する傾向に

あり，特lこ計二免疫群，かつイプνロン非使用併である W

群にこの傾向が顕著に見られる O

第2図肺比 E: 体

肺，日時の菌量および重量

後後 牌 出

処日|菌重|菌重
|蛍量|量量

置数 1103/g g 1 10"/g g 
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3) 結核菌量

これは第l表の如くなり，これからそれぞれの臓器の

総菌数を計却すると第4凶および第5図の如くなる O 肺お
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においては若干の差が出ているようであるが，何れにして

も決定的なものではない。

4) ツ反応強度

該反応の民怪と旬筏の平均債をとり，更に各群毎lこ平

均値を求めたものが第6悶である Q これによって見ると，

二ffi~ ~E ;)~ ~ ，ある l'は1，当度の便利など著町jな反応は 1，II群

第 6図各群のツ反応強度
c ~ 
イ イ中

主i雲Ta守〉 一戸

鉛
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第 E表

1 前r;1言百病渉増繁乾血気結
i処l処|兎選変山殖殖霊管雪苦
i = I = I番後程 死病病数

別|置!置 14JA皮炎炎炎栄交変 1びIg
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よび牌共免疫詳はJド免疫群lこ比し著しく少ない。また何れ

も感染後 10日日l己最高の悶数を示し，以後は減少の傾向

を示す。イプνロン使用lこ[lf!しては，使用計の関数が若干

少ないように見うけられるが両者間に大差はなl'oただ牌
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!と非常に多いが， nr， N群では痕跡程度の反応を示すもの 好中球の渉出を認める。血管系ば著明な変化を有し，動脈

がそのほとんどをしめているcまたN群では毒力局接種30 内膜炎の像，結節中心部には静脈の血栓形成，血管内白血

日以後ほとんど陰性であったが，これは全身性に衰弱はな 球の噌量が見られるの気管支のー部は上皮剥離を示すが著

はだしかったものである。 明な変化はない。一部の類上皮細胞結節には少、量の巨細胞

5) 各臓器所見 形成が見られる。線維素染色においては壊死を起しかけた

A. 肺所見(第2表参照) 部分および血管周囲lこ陽性物買があり，また肺胞内にも少

I群 10日目所見 量見られる。

比較的減漫性に大細胞性増殖像が見られる O 一般に円 E群 40日目所見

形細胞渉出が強い，一部には白血球のj参出が強く変性壊死 比較的大きな増嫡性病巣が主に小円形細胞で分割さ

の状態を呈しかけている。胞隔は一般に肥厚し肺胞内には れ，中等gjの好中球の渉出を伴p少数存在する O 気符支周

各種の細胞浸i間が"忍められるが，一般に白血球は少い。ま 四に大きな融合性大綱脆性繁殖巣があり多量の淋巴球，大

た線維素染色においては，一部肺胞内と血苧;周回および血 渉出細胞および好中球の渉出を伴っている。これが次第に

管内に陽性物質があり，また胞隔に付着する如く存在する 周辺部より排出されるかの如く粗になっていく像が見られ

ところもある O る。この部の血管には白血球が特に多い。胞隔も乙の部お

III手20日日目rr見 よび付近だけ肥喧しているが，他の部の肺胞内渉出は著!日J

気管支， fI日管周回に類上皮細胞結節あり O 間質lと細胞 でない。一部に無気附状のところがあり，個々の肺胞股が

浸潤あり，一般に類淋巴球浸潤が著明，一部lこ壊死の始ま 推測され，中lζ入っている大細胞貯に色素が多量にあり，

りが見られる。肺胞内に大惨出細胞少量，動，静脈内に壁 胞隔はむしろうすく，清浄化されつつある像と判断され

在性~fu.栓形成著明。線維素染色においては肺胞墜に少量，

動脈壁に陽性繊維が見られる O

るO

E群 10日目所見

I 群 40日日所見 限局的ではあるが広い繁殖性病巣が見られ，定形的類

広汎な融合性増殖炎巣があり，中心部は明らかに染色 tr~細胞，淋巴球，好中球の渉出がある。また気管支:およ

性がおち，多量の好中球の浸潤を伴なっている。胞隔は肥 び血管周閉l乙類淋巴球の小集積あり，血管壁内細胞浸潤，

厚気味であり，周没した血管には大量の血栓があり，気管 気符支上!芝細胞の崩壊，脱落が見られるが一般に気符支病

支壁にも細胞浸潤が認められるが，他の部は概ね正常であ 変は程度である。線維素染色において品li胞内およびlUl1"l;周

る。若干の大惨出細胞浸潤を見る。線維素染色において肺 聞に少量見られる O

胞内l乙少量陽性物質が認められる。 nr群 20日目所見
H群 10日目所見 結節炎というよりはむしろ繁殖炎の型に近く，非常に

胞隔は一般に著しく }(IJ山し合い，肥厚している。非常 広大な病変が一面にω忍められる O これらの付近には必らず

に広範な融合性結節性病巣および若干の繁殖性病巣と著仰 といってよい紅白血球成分または大細胞で:充たされた静脈

な渉出性病巣からなる O 淋巴球はあまり多くはなく，ほと があり，一部は動脈内膜炎の徴候を示すO 胞隔は充lUlと綱

んと、が類上皮細胞からなり，肺胞内には多量の渉出絞およ 胞浸i閏により肥厚I印度で，H~j胞内腔は非常に狭く，一部の

び好中球，大惨出細胞などを認める。また一郎には小壊死 病巣の中心部には好中球の集合巣がある O 線維素染色にお

巣および好中球の小膿場様集合巣が見られる。血管系では いては，肺炎様部分，変性腹死になった所および類上皮細

完全に閉塞した静脈，強度の好中球の集塊を呈する動脈な 胞結節の部分に頼粒状に，あるいは繍漫性に陽性物質が相

どが諸所iζ存在し，一般に好中球の渉出が特に著明であ 当量染っている。

る。線維素染色陽性物質が気管支内腔lこ少量ある他lこは見 直群 40日目所見

られない。 限局性の病巣は非常に少く，肋膜下に若干の繁殖炎巣，

E群 20日目所見 気管支周囲に若干結節炎的傾向をおびた繁殖炎巣が少数あ

多数の類上皮細胞結節が主lζ気管支および血管周囲l乙 るにすぎない。併し肺胞内への大渉出細胞あるいは上皮剥

あり，多くのものは周辺部に小円形細胞の被包'I'l渉出層を 離は比較的高度で，胞隔は一般に少しく研I也し合い，かっ

有する。融合性結節の中心部lこは綾死性病巣があり，多く 幾分膨化して肺胞内腔を狭くしている。血管内lζは白血球

の好中球の侵入を認める O 一部の肺胞内lこは好中球l乙宮ん 成分の軽度の増量が見られる。また渉出性の部分lζ中等

だ壊死性物質がつまっており，剥離性の大細胞および食細 量，線維'f'Uζ，あるいは頼粒状lこ線維一素染色陽性物質が染

胞がある O 胞隔は一般に肥厚して小円形細胞および少足の っている。
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IV群 10日目所見 H苦手 10日尽所見

散在性の小結節の形成があり，大きさはそう大きくは 熔胞の発達は比絞的良いが多数の結核結節の形成があ

ないが数は多l'o胞隔は一般に肥平気味である。肺胞内lこ るO 洞内lこは好中球が非常に多い，線維素染色においては

は充血と比較的軽度の渉出液の貯溜も見られる。胞隔中に がjおよび太い血管内lこ多量の線維素網があり，大きな病巣

は比較的限局陀ではあるが好中球の渉lbが見られる。毛細 lこは中等量の頼粒状の陽性物質がある。

血管中には色素細胞，小単核細胞が見られ，血管中艇は肥 E群 20日目所見

厚し，内肢は萎縮している。気管支内には脱落上皮が少量 法胞に萎縮がある，あまり大きな結節はないが分散性

認められる。また結節は主に淋巴球と淡I羽な類上皮細胞か に大細胞性増殖があり，部分的に洞の拡大およびその中に

らなる。肺胞内{こ線維素染色陽性物質が少量認められる。 多くの脱落細胞が著明に見られ，好中球も相当に多い。線

IVJ作20日目所見 続素染色でほ血管および il"W~1こ陽性物質が見られる O

病変は圧倒的に強く，結節は非常に大となり所謂繁殖 rr i洋40日目所見
炎の型をとり，類淋巴球はほとんど消失・している。肺胞内 牌髄の増殖，洞内に細胞増加があり，務、胞の発達はや

には大細胞性増殖が見られ，孤立性lζ単核細胞，巨細胞お や良いが病巣が残っている O 線維素染色においては，牌

よぴ若干の淋巴球があるの血管内には白血球成分が著l児に 梁，血管壁および洞内lこ陽性物質が見られる O

見られるが細胞渉出はあまり見ιれない。一部の気管支内 皿詳 10日目所見

には脱落上皮，更に壊死の初期の像を呈する細胞の小塊を 鴻胞の充速は比較的良く， *~{核病巣も少ない。線維素

見る O 線維素却染色においては，血管周囲に比較的多量に， 染色においても洞内に若干量の陽性物質があるのみであ

また結節中心部の変性壊死部および渉出性の部分にあるい るO

は頼粒状lこ，あるいは漏浸性に染っている。 m群 20日目所見

IV鮮 40日目所見 鴻胞は萎縮懐めて高度で，ほとんど消失した如くなり，

互に融合し合って非常に広範聞となった地殖性病巣が 巨細胞が特に多いのが日立つ。牌髄の8割までが大細胞性

怖の大部分をしめており，その中心却には少量の壊死巣の 繁殖像でおきかえられ，その間際に類淋巴球および好中球

出現が認められる。肺胞内には多量の大惨出細胞および惨 がある。洞の拡張充血が著明で，血管内IC白血球が非常に

HJ液，少長の好中球の渉出等が沼められる。胞隔は浮臆性 多い O 線維素染色においては，澗に比較的多量の陽性物質

に肥厚し関同様の感じがする。血管系の病変はこの広大な が見られる。その他変性壊死の部分および一部の牌梁にも

変化の中に用没して不明である。線維素染色においては壊 弱陽性に見られる。

死におちいった郊分，肺胞内および血管周囲に少量の陽性 E 群 40日目所見

物質がある。 搭胞はかなりよく発達しているがやや疎な感じで，集

B 牌所見 合性病巣は大きいのが少数あり，その中心部は乾酪化にお

I昨 10日日所見 ちいっている O 洞には好中球および遊航した大*lll胞が非常

法胞の萎縮，充血著il尽，漉胞に一致して大細胞性増殖 に多し'0線維素染色においては，牌うたの一部に，また洞内

の初期の病巣が散在性lとある O 洞の軽度の拡張あり，内部 lこ比較的多量の陽性物日が見られ，特lこ壊死の在日分は強陽

の好中球著切，線維素染色においては，洞に少しく線維素 性である O

網があるが，結核病巣には陽性物質はあまり多くない。 IV群 10日目所見

I群 20日目所見 充血が高度で，漉胞に大細胞性病巣があり，そのため

漉胞の萎縮あり， i河内に脱落細胞が非常に多い。洞の に漉胞がおしひろげられているような状態を呈している。

拡張がやや著明，大細胞性増殖がやや進み量も多い。線維 洞内に好中球が非常に多い，線維素染色を施すと，洞およ

素染色においては結合織に中等量の陽性線維が見られ，洞 び牌梁に陽性線維が多いo

lこも若干の線維素が認められる。 IV群 20日目所見

u年40日目所見 大細胞性増殖が猪胞を種々の形式で分断し，あるいは

洞lこ一致して血球性色素が多い，浦、胞の萎縮および結 完全におきかえて多数存在し，またほとんど瀦胞の形態を

合織増殖著l円，波胞内の食細胞がやや著IJf:Jで，一般に熔胞 とどめないものもある on，uの拡張はあまり著明でなく，多
は疎である。洞内に細胞増加がある O 線維素染色において 数の好中球および脱落細胞を入れている。巨細胞もやや多

は拡張した洞に比較的多量の線維素網があるが，結核病巣 い。大出血巣およびプィプ日ンの抗出が著明で，壊死状に

にはほとんど見られない。 なった所が比較的広い部分を占めている O
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線維素染色においては，非常に拡張した洞内lこ陽性線維が

多い O

NtHO日目所見

法胞の状態が比較的良く，食細胞が若干認められ，牌

鎚には好中球の集合巣が多数あり，牌髄の増殖も見られ

る。洞は狭小化しており，あまり大きな病巣はなし'0線維
素染色では，牌梁，澗および壊死におちいった渉出細胞の

部分l乙陽性物質が多い。

C.肝所見

I群 10日目所見

間質の細胞l曽加および巨細胞形成が著明。小病巣が無

数にある。

I群 20日目所見

洞の部分的拡張があり，好中球が多く入り，その他に

巨細胞および単核細胞が多い。

I詳40日目所見

小さな類七皮細胞，または頬討中巳球結節が比較的多数

ある。肝細胞の核は著明l己変性を起している。

H群 10日日所見

知数の単球，好中球，類上皮細胞，巨細胞よりなる結

節があり， -114は出演している oJ!ll'i'='ff付には臼[(u球がJI'常

に多い。

H群 20日目所見

主としてグ !J;/:J;/鞘に細胞浸消著「りJ，大小種々の結

節'I'I変化が比較的多数存在し，一部のものは壊タEを起しか

けている O 類州内lこ好中球が表IV:Iに多く認められる O

H群 40日目所見

主としてグリブン鞘に一致して中等大結節がある。数

はそう多くはない。

E群 10日目所見

肝細胞の高度の変性あり。一部lこ類と皮細胞jfft節が少

数あり。好中球を比較的多く有する。

i林巴球層を有する小結節が少数存在する。巨細胞も認

められる O

D.腎所見
I詳 10日目所見

特記すべき所見なし。

I昨 20日日!万見

少数の類上皮細胞よりなる小結節るり，糸球体に好中

球の増量が目立つ。

Illl40日目所見

特別なる所見なしo

H 群 10日目所見

糸球体lこ好円1球の増量が目立つo

E群 20日目所見

被膜下i己中等大の類上皮細胞布行了目および白血球の浸潤

著明O

H群 4081ヨ所見

被膜下に少数の小円形細胞集団および比較的大きな類

上皮納胞の集団少数あり。好中球の渉出もやや多い。

E 群 10日目所見

充1ITlが著ljij，中等大演と皮細胞結節が少数ある O

III 1ft 20 U日所見
中等大の類と皮細胞がI節が少数あり。若干の好中球を

合む。

m H'f 40 L1日所見
ヰ1等大類上皮細胞も';i1iiが少数l認められる o

N1作10日日所見

被膜下に小結節が少数散花する。

N 11f 20 LH1所見

煩J:.1え細胞小品liI{iJが少数あり，言古賀化した糸球体も少

数ある。

N Ir'f 40日目所見
中等大類上茂細胞結節があり， ~l心郎lこ小壊死巣があ

E群 20日目所見 る。

グ!J:J :.-'鞘iこ一致して少数の類上皮細胞および単核細 E.副腎所見
胞よりなる小結節あり O 巨細胞が目立つ。 1群 10日目所見

E群 40日目所見 単球様細胞の小集団があり，少数の好中球を含んでい

中等大までの種々の結節が散存する。あまり多くはな る。

い，グクソン鞘lζ細胞増加がある。

W 群 10日目所見

肝細胞の変性が極めて高度で巨細胞が梅めて多い。結

節は一般に大きくはないが数が多い。

W群 20日目所見

比絞的大きな類上皮細胞結節が数多く見られ，一部の

結節中に出血があり，若干の好中球を宥する。

W 群 40日目所見

I群 20日目所見

10日目とほぼ同様の病変がある。

I対 40日目所見

4¥1'.1日すべき所見なし。

I1 1ft 10日目所見

特記すべき所見なし O

H群 20日目所見

血管内に白血球が多く見られる他は著変なし。



H群 40日目Jifr見

著変なし O

m1昨 10日月所見

著変なし。

皿 H)'20日日所見

大市核tlH!自の小集団がwく少数散見される以外著変を
見ない。

m H'F 40日日所見

静脈0:rにノト円形細胞が手if3;;く I認められる。

IV Hi' 10 [J口!vrl.:i
毛布川]!i'i'IJ'l1こ充血とqt絞細胞の小1nlTJが柿Jく少数認め

られる。

IV n'f 20日rI所見
少't}の:fti上「主判JI!J包および口相胞からなる小結怖が悔め

て少数認められる O

IV !I)' 40日日所見

類とf芝判filJ包市!f節が右下rある o
F 心所見

1 i洋10日目所見

間'RIζ少量の小円型細胞浸潤があり，一般に軽度の浮

胞が凡られる O

1 :11)' 20 L1 iJ 日行I，~

[沼町制11胞は増加し， q¥J幻，HOI胞の比較的大きな集合栄

が少渋見られる O

1 11)' 40 U 1-1 I~d~ 

n日'nlこ市球係判1I胞が少包ある o
II !/If. 10日目所見

変悦のりがコノj巾1:-節が少数ある o

II Jff 20口目所見

著変なしo

II 1Il'40日円戸万見

問71は浮腫状を去し，小円型細胞少;丑あり O

m It'f 10 日日所 l~

，'([，脈内 lζ 白血球が~く見られ，同'['11こ;f; l の細胞浸潤

が見られ，比較的限局何の大半核細胞および少数の好中球

の集合巣がある O

E詳 20日目所見

間賞lこ細胞浸潤著明。一部は結節様形態をとり，類上

皮細胞および単核細胞からなる O 好中球も少数ながら散見

される O

m 11)' 40日日Ivr見
小さなたu皮布111犯紡ilIiあり。[自J'111こは好r[，球が少早::llJ

ている。

IV Rl 10日日所見

間711乙小円型細胞浸潤がやや存明。
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IV 'Ii)' 20日日所見

定形的車Ji核不f;節の形成はないが，非常に多くの場所に

限局内lζ少数の単核細胞集団がある。

IV群 40日目所見

同'l'llこ前核制fll泡Jf'iIJIIあり。一部にrl1等大の定形的類上

皮細胞付耳目がある O

総括および考按

緒言において述べた如く，日brinolyticsystemがア

レノレギ p 反応:において演ずる役割を重視した考えは，先年

来広く IJ日えられて若干の賛同者を見る様である。乙の考え

ば抗アレノレギ一作用の商で，更に展開せられ，種々の新説

を生むに雫った。われわれの日的としたのは自brinolysin

すなわち plasminそのもののアレルギ一反応における立

場を沼べんとしたものではないが，アナプィラキν一型ア

レルギーには抗プラスミン剤がもし効果があるとすれば，

ツベノレクリン却アレノレギーにはどのような作用としてあら

われるか。またそれによってツベルクリシ型アレルギーの

特性があらわれではこなし功〉という問題にある。

ζのような観点から実験成績を総括して見ると，

体重については， 1， 1U汀間にあまり大きな差異を見

ない。むしろ長期にわたるイプνロン注射は，活干の衰弱

をきたすのではなし功〉とさえ思われる。ただし m，IV ln 
については，イプνロシnrのプJの減少度がたしかに少な
いO 次lこ比休'F とれには)!正ブl!¥'，i感染!日jの体重を京市とし
て/~~r一定したーを見ると，姉では，免疫抑では感染 10 日後

が!日く，初感染群は 20日日が高し， 0 そして一般にイプν

ロン1;)'の比休前は低い。再感染i咋は再感染i直後の強し〉惨出

炎が 10日まではまだ伐っているし，病変はこの後次第に

減少していく。これに反し初感染詳は次第にJ曽悪していく

ので，このような免疫によるピークの差がでたものと思わ

れる。またイブνロシの効果ば， 10日uの免疫舟町Jに著明
で牌の 20日Hにおいてはだに著!J)jである。例えば IV11l 

20日目の牌は 21.4g1とも達し，強烈な渉仕i，LUlm，ブィ

リンのf斥出が見られ，広大な唆死巣の形成が認められた。

とれに反し第匝詳 20日日は 10n， 40日よりもたしか

に大きいが， IV訴よりは遥かに軽い O

i欠l三「有量を見ると，免疫群l乙遥かに少ないのほ当然で

あるが，イプνロYの効果はあまり明らかには見られな

い。ただ牌において初感染群に若干の差が見られたが， 40 

日円にはほとんとづii]fp'iとなってしまっている。

汐:1こツd ノレクリン反応を見ると，免疫抑ではイプνロ

γ使用によって反応出現の抑制が起ったとも考えられる成

紡であった。しかし初感染群では， IV1I干の衰弱がはなはだ

しく，陰性アネノレギー状態に達したため，イプνロンの効
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:'í~を判定できなかった。 40 円の肺病変を見てもわかる jill

り.IV鮮は病変が ml洋より特に的く，また j参山炎が怖

い。もしこのmmの病変の少ないことがイプνロンによ
るものとすれば，ネ;剤によってツ反応が弱陽性ながらあら

わされたと考えることができょう O とζろで免茂君干に見た

ツベjレクリン反応の低下した'.IjTは，来してや;薬剤の抗ア

レノレギ一作用によるものか，それとも組織病変の記載から

もわかる通り，薬剤使用併の一般に対wunより粍G'病変に
よるものかを決定することは凶雑である。そのためにはツ

ベノレクソン反応芯起却は局所の慎主な検栄が必安ごあろ

うO この成紡については次阪にぷ*1111こ述べるつもりであ

る。ただ Cortisoneの抗アレノレギ一作用機li王を Ungarは

fi brinolysin-antifi brinolysin反応を促進させることに求

めている叫し，また抗ア νノレギー剤を用いて Arthus現

%との抑制作用を見た烹例らは，その作用険1[;の一国を同剤

の線旅素溶解f見与え抑制作用に求めている 10)。いずれlこせよ

詳細は次報にゆずりたい。

次lこ各臓器内庁見を見ると，まずH'liでは，比体重の項で

述べた虫11く，免疫鮮は 10日.20日にピークを有‘し，初感

染群では 20日.40日に山を有する O 会動物の肺病変程度

を便'[1:上数字で表わし、IcJt，]すると第7fXJのお1 くなる。~く

第7図各若手 IJrli病変程度推移

5 

4 

E 
3 

¥七ベミ

/。 20 40B 

ジヲツク抑制作用はなく，アレノレギ一反応の際血清プ。ラス

ミンのわけじ化は単なる rii]反応の随伴現象に過ぎないという

品川Lをだしている。 木村らのいうプラスミンおよび抗プラ

スミン測定を行っていないので，われわれはこの問題にふ

れる材料を持っていない。しかしながらただプラスミンに

合まれる fibrinolysinによる fibrinolysisが組織学的に

いかにあらわれたかという成績は，若 Fその問題への連り

を教えるのではなかろうか。われわれは従来の Weigert

法及び Gomoriの phosphotangsticacid hematoxylin 

染色を行って見た。アレルギ一反応に fibrin陽'f!i，物'I'lが

関係、していることは r甘くから唱えられ，結合織系における

所沼 fibrinoideVerquellungの現象が，または乾郎栄に

おける fibrinoide Nekroseなる現象は，それがアレルギ

ー反応によるものである一つの根拠にまでなっている O 元

二~と fibrinoid 物nは fibrin とは全く臭った性質のもので

あり.fdrj fiを一緒に故うことは全く主!王立味なことかも知れ

ないが，新保0)によれば，アレノレギ一反応における fibrin

白休の役古IJは.fffiTJ{の酸性多胎類と共に非常に大きいとい

われている。さてわれわれのプィプリシ染色の成績では，

イプνロン使用による変化を認めることはできなかった。

むしろ)1'使用併に陽内:物官が多く見られる傾向が認められ

たくらいである G もっとも今回の肺所見では渉LH炎が一般

に弱く，またl吃的巣の発生度も低い。従ってこの問題lこ接

;I:i:するためには，どうしても，もっと強烈な反応部位を調

べなければならな rJ:)0 そのな味でここでもツベルクリン皮

府!反応について，組織学的検汀が必要になってくる。結局

抗プラスミシ剤の抗線維素溶解作用を組織学的に証明する

ことは不可能であった O 乙のことは，抗プラスミン剤が生

体内のアレノレギ』反応に大きな関与を示さないためによる

ものであるか，それとも関与した結果がこのような方法で

は捕捉できないためによるのかは，不明であるが，とにか

く病変の校度が使用群lこ弱G'ことは，直接ではないにして

も，幾分本斉IJが生体の防衛反応に参加したことを示すもの

の免疫実験与が述べた通り，初感染併の病変は次第に増悪 であろう。最近抗アレノレギ一刻の一種である強力ミノプァ

し，免疫群のは次第に下降する結果である o ]尽に興味ある ーグンCを用いて. Schwartzman現象. Arthus現象抑

ことはイプν ロン群の病変は一般に他群より~\jG，ことであ 制作用のみならず10)，結核肉感染兎lこ使用すると凝集価が

るO しかも第2炎を見るにイプνロン群の渉出炎の程度は {尽く，肺病変が軽く.HI市雨量が少いという報告12)を見た。

たしかに{也君干より低し'0イプνロシ群の最高の病変は. ~W ζの報告者は渉出炎を抑制することが，効果の出る理由で

使用群より若干先行しているようである O 次lこ牌，肝でも あると考えている。

~Mîと同様の結果であって，イプν ロン砕と他群との問の差 われわれの成績でも，使用併に渉出炎の程度が弱いの

は比較的著別である。 は事実であるが，病巣のその後の進展そのものに一番閲係

以上のように病変の側から見ると，たしかにイプνロ していると忠われる乾陥巣のUJ現には，薬剤使用による変

ン使用詳のそれは他itl'より若「抑制され，なおかつ万 I経 化が認めることができないし，またIJrIi.牌のi有国乙も決定

渦が促進せられたように考えられる。 的な走~を認めることができなかった。つまり本薬剤はね

木村ら8)9)は抗プラスミン剤iこ全くアナブィラキνー 核病変の成立を方干促進し，経過を少し早めることによっ
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て，同じ11年期の対照nf.よりも軽G'変化をあらわさしめたと 3D日以降除転した。

考会えられるのである。 5. Hrli所見では，免洩1ftは 10日f1が最高の病変を示

以上われわれはイプνロyのがi絞アレノレギー，および し，以後粍快していくが，初感染訴は経過と共に J将思す

結核症の終過におよ I~す影響を調べたのであるが， fibri- る。薬剤使用11'1'は対日(ij昨より符下促進された的変を呈し，

nolytic systemのアレノレギ一反応におけるもり'tr!あるいは 以後はいlじ時期の社J!(i昨より12[支は杭く，渉出炎も弱い。

抗アレノレギー1frJの作用機11について，異説が輩出している 6. Il中， )日ーにおいても)J~jと同絞の傾向がnBめられた。

今日，われわれの川的とするのは，その問題への解決では 7. プィプリン染色 ι薬剤による作用を認めるとと
ないにしても，その1mの解釈になんらかの示嶋を与えるこ ができなかった。

とができれば、?I.)である 8. 以上のfJ郎氏について右 f'の考j交を}JIIえた。

結 論

BCG免役家%および庄市'ぷ兎に J12力市IJ核1'14を接持:

し，更にこの接種前3日より連日抗プラスミン剤を皮Fiと

射し，接種 40日後まで，体主の測之，ツベノレクリン反応，

病変の検宗を行った O

1. 休司J~(ま:定験続iIi!Jと共に漸次減少し，付[こ .)1免疫

群，および薬剤~I二佼川併にこの傾向が強い O

2. 比体重ば， ~市では免疫1ft!ま iE ブJ同'if変種 10 日目，

初感染鮮は 20日目の偵が高い。薬剤使用11-'(0は若「対照よ

り低い O 牌lこも同様の傾向が凡られた。

3. 1'，'[核I勾畳はlii':!)/:{it-計量 10日日がいずれも長山」で

あり，また全般的に薬剤使用Iffが;in‘少い傾向にあるが伏
広的なものではない。

4. ツベノレクソ γ反応では，免佼 薬剤使川Hriζ 会n切
な低ドが認められた。宇jJ感染Jtfでは逆に .Jliy':jjJil)'がは桶
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